
〈
研

究

論
文

５
〉

Ａ

・
Ｋ

・
ク
ー

マ
ラ

ス
ワ
ミ

イ
の

東
西

思
想

の
比

較

と
危
機
意
識

一
　

序

ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
の
学
問
的
貢
献
に
対
す
る
評
価
を
知
る
一
つ
の
手
掛

り
は
、
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
の
七
十
歳
の
誕
生
日
を
記
念
し
た
二
つ
の
論
文

集
で
あ
ろ
う
。
一
つ
は
Ｋ
・
バ
ハ
ラ
タ
、
他
は
Ｓ
・
Ｄ
・
Ｒ
・
シ
ン
ガ
ム
に

よ

っ
て
・
編

集

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。
前

者

は
学

者

に

限

定

さ

れ

て

お
り

、

さ

ま

ざ

ま

な

領

域

に

お

い

て
独

自

の

役

割

を
果

た

し

て

い

る

著

名

人

が

多

い

。

後

者

は

学

者

に
限

定

さ

れ

て

い

な

い

。
両

者

に
共

通

し

て

指

摘

さ

れ

て

い

る

こ
と
の
一
つ
は
美
術
史
家
と
し
て
の
ク
ー
マ
グ
ス
ワ
ミ
イ
で
あ
る
。
第
二
に

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る
こ

と
は

伝

統
（
ヒ

ン

ド

ゥ

ー
教

、

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

社

会

）

の

忠

実

、

厳

密

な

解

釈

者

と
し

て

の

ク

ー

マ
ラ

ス
ワ

ミ

イ
で

あ

る

。
こ

れ

ら

二
つ
の
領
域
は
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
自
身
が
課
題
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
。

第
三
に
散
見
で
き
る
こ
と
は
、
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
の
危
機
意
識
で
あ
る
。

葛
　
酉
　
　
　

実

こ
れ
ら
三
つ
の
特
質
の
中
で
第
一
の
点
は
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
の
評
価
と
し

て

定
着

し
て

い
る
。
第
二

は
西
欧
の
学
問
的
方
法

に
よ
る
研

究
の
帰
結
を
否

定
す

る
の
で
異
端

的
で

あ
り
。
第
三
の
点
は
あ
ま
り

に
ラ

デ
ィ
カ
ル
で
あ
る

の
で
一
般

に
無

視
さ
れ
て

い
る
。
今
日
の
イ

ン
ド
で

第
二

、
第
三

の
問
題
意

識

を
継
承

・
展
開

し
て

い
る
唯
一
の
例
外

者
は
Ａ
・
Ｋ
・
サ
ラ

ン
（
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
徒

、
社

会
学
者
）
で
あ
ろ
う
。
第
二

の
点

を
注
目

し
、
し

ば
し
ば
引

用
し
て
い

る
の
が
イ
ス
ラ

ム
の
今
日
の
代
表

的
学

者
で

あ
る
Ｓ
・
Ｈ
・
ナ
ス

ル
で
あ

る
。

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
と
同

時
代
人
で

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
と
立

場

を
共
有
す

る
マ
ル
コ
・

パ
レ
ス
は
老
年

に
も
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て

健

在
で
あ
る
。
こ

れ
ら
少
数
の
す
ぐ
れ
た
学
者

の
努
力

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ク

ー
フ
フ
ス
ワ
ミ
イ
の
思
想
は
十
分
に
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
の
研
究
は
未
開
拓
で
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。



こ
の
小
論
で
は
、
皮
相
的
で
は
あ
る
が
、
ク
ー
マ
ラ
ヌ
ワ
ミ
イ
の
思
想
の

全
貌
と
危
機
意
識
の
所
在
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

ニ
　

ク

ー

マ
ラ

ス

ワ

ミ

イ

の

知

的
遍

歴

ク

ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ

は
自
己

に
つ
い
て

語
る
こ

と
を
好
ま

な
か
っ
た
。
し

た

が
っ
て
自
叙
伝
は

な
い
。
伝
記

を
書
く
希

望
に
対

し
て
も
非

協
力
的
で
あ

っ
た

が
没
後
三
十
年

に
し
て
二

つ
の
伝

記
が
出

版
さ
れ
た
。

一
つ
は
Ｓ
・
Ｄ

Ｒ
・
シ
ン
ガ
ム
、
他

は
Ｒ
・
リ

プ

シ
イ
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

シ
ン
ガ
ム
は
マ

レ
ー

シ
ア
在
住
の
市
井

の
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
研
究
者
で
、

ク
ー
マ
タ
ス
ワ

ミ
イ
研
究
に

お
い
て
重
要

な
貢
献

を
し
て

い
る
が
、
そ

の
一
つ

は
伝
記

の
完

成
で
あ
り
、
リ
プ
シ
イ
の
伝
記
も
シ
ン
ガ
ム
の
研
究
に
大
き
く
依
存
し
て
い

る
こ
と
は
一
読
す
る
な
ら
ば
明
ら
か
で
あ
り
、
リ
プ
シ
イ
も
こ
の
こ
と
を
認

め
て

い
る
。

も
う
一

つ
の
特
筆

す

べ
き
貢
献
は
文
献
整
理
で

あ
る
。
未

亡
人

に
残
さ
れ
た
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ

ミ
イ
の
著
述
、
著
作
の
一
切

は
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大

学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
が
、
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ

イ
の
ボ
ス
ト
ン
定
住
前

の
も
の
が
欠
け
て
い
る
。

シ
ン

ガ
ム
の
資
料
は
そ
れ
を
補
足
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

シ
ン

ガ
ム
は
個
人
的
資
産
を
投
入
し
て
研
究
に
従
事
し
、
研
究
著
作

は
既
に
十
冊

に
達
し
て
い
る

が
、
研
究
の
発
端
は
第
二
次
大
戦
中
の
若
い
日

本
軍
将
校
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

シ
ン

ガ
ム
が
再
会
を
渇

望
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

伝
記
に
従
っ
て
ク

ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
の
人
生
の
軌
跡
を
追
っ
て
み
た
い
。

一
八
七
七
年
、

ム
ク
ト

ウ
（

セ
イ

ロ
ン
人
）
と
エ
リ
ザ

ベ
ス
・

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
（

英
国
人
）
を
両
親
と
し
て
当

時
の
セ
イ
ロ
ン
に
生
ま
れ
た
が
幼

時
期
に
病
で
父
を
亡
く
し
、
母
の
手
一
つ
で
英
国
で
育
て
ら
れ
、

ロ
ン
ド
ン

大
学
で
地
質
学
を
専
攻
し
、
後

に
博
士
号
を
授
与

さ
れ
て
い
る
。
父
親

ム
ウ

ト

ウ
は
著
名
な
弁
護
士
で
あ

っ
た

が
、
活
動
の
領
域
は
多
方
面
で
あ
っ
た
。

一
つ
の
例
を
あ
げ

る
な
ら

ば
『

ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
英
訳
で
、
一
八
七
四

年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
英
訳

と
し
て
は
最
古

の
も
の
で
あ
ろ

う
。

ク
ー

マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ

は
口
ン
ド
ン
大
学
卒
業
後

、
一
九
〇
二
年

か
ら
一
九

〇
六
年
に
セ
イ

ロ
ン
地
質
調

査
主
任
と
し
て
当
時

の
セ
イ

ロ
ン
に
滞
在
し
た

が
、
植
民
地
の
実
状
を
目
撃

し
て
開
眼
し
た
よ

う
で
あ
る
。
特
に
心
を
痛
め

た
の
は
近
代
的
産
業
に
よ

る
伝
統
的
村
落
工
芸

の
破
壊

と
伝
統
的
職
人
の
経

済
的
窮
乏
で
あ
り
、
西
欧

的
近
代
的
教
育
に
よ

る
伝
統
的
価
値
体
系
の
崩
壊

で
あ
っ
た
。
セ
イ

ロ
ン
改

革
協
会
、
セ
イ
ロ
ン
民
族
誌

は
こ
の
よ

う
な
状
況

に
対
す

る
応
答
で
あ

っ
た
が
、
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ

ミ
イ

は
創
設
者

の
一
人
で
あ

り

、
活
動

に
積

極
的
に
参

与
し
た
。
こ
の
よ
う
な
過
程
で

伝
統
が
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ

の
問

題
意
識
の
中

心
の
座
を
し
め
る
こ
と
に
な
り

、
セ
イ
ロ
ン
滞

在
前
後

の
イ

ン
ド
へ
の
旅
は
生
涯
の
課
題

を
確
認
す
る
決
定
的
な
出

来
事
で

あ

っ
た
。

一
九
〇
七

年
の
帰
英
は
課
題
追
究
へ
、の
転
換
期
で
あ
り
、
具
体
的
な
第
一

歩
で
あ
っ
た
。
Ｊ
・
ラ
ス
キ
ン
、
Ｗ
・
モ
リ
ｙ
ス
の
系
譜
に
属
す
る
Ｃ
・
Ｒ
・

ア

シ
ピ
イ
、
Ｅ

・
ギ
イ
ル
と
思
想
的
に
結

ば
れ
、
特
に
後
者
と
は
生
涯
の
友

と
な
っ
た
。
研

究
に
没
頭
す
る
と
同

時
に
『
イ

シ
イ
ス
』
の
編
集
者
の
一
人

と
し
て
イ

ン
ド
文
化
研

究
の
多
面
性
１

美
術
、
音
楽
、
宗
教
、
哲
学
、
ド



マ
、
舞

踊
―

に
ふ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領

域
の
研

究
者
と
対

話
を
重
ね
る

こ
と
に

な
っ
た
。
一
九
一
〇
年
、
当
時

の
バ
ナ
ラ

ス
に
定
住
す

る
意
図
を
も

っ
て
渡
印
し

た
が
、
こ

れ
は
挫
折
す

る
こ

と
に
な
っ
た
。
一
九
一
四

年
、
が

ン
テ

ィ
ー
の
南
ア
フ
リ

カ
か
ら
イ

ン
ド
ヘ
の
帰

国
途
上
の
ロ
ン
ド
ン
で

の
歓

迎
会

の
席
上
、

一
人

の
主
要

な
講
演
者

と
し
て

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
南
ア
フ
リ

カ

の
働
き

を
注
目
し
て
い

る
。

バ
ナ
ラ
ス
定
住
の
計
画

が
実
現
で
き

な
か
っ
た
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ

の
人

物
、
学
問
的
業
績
、

ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ

の
イ

ン
ド
美
術
コ

レ
ク

シ
ョ
ン
に

注
目
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
Ｄ
・
ロ
ス
教
授
の
推
薦
で
、
一
九
一
七
年
ボ

ス
ト
ン
博
物
館
の
新
設
さ
れ
る
イ
ン
ド
部
門
の
責
任
者

と
し
て

招
聘

さ
れ
、

一
九
四

七
年
、
七

十
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
こ
こ
で
働

く
こ

と
に
な
っ
た
。

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ

ミ
イ
の
著
作
・
著
述
は
こ
の
よ
う

な
背
景

と
は
無
関
係
で

は
な
く

、
三

つ
の
時
期
に
分

け
て

見
る
こ
と
が
で
き

る
。
第
一
時
期
は

ボ
ス

ト

ン
着
任
以
前

の
研

究
成

果
で

あ
る
。
こ
の
時
期
に
既

に
伝
統
、
美
術
、
民

族
意
識

、
危
機

意
識
が
相
互
関

係
の
中

で
ク
ー

マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ

の
研
究
の
基

調

と
し
て

生
き
て

い
る
。
そ
れ
を
顕
著
に
示

し
て
い

る
の
が
『
民
族
的
理
想

主
義
に

つ
い
て

論
集
』
、
『
美
術
と
ス
ワ

デ
シ
』
で
あ
り
、
『
中
世

シ
ン

ハ

リ

美
術
』
、
『
ラ

ジ
プ
ト
絵
画
』

は
美
術
史
家
と
し
て
の

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
の

評
価

を
確

立
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
が
、
ク
ー

マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ

の
一
つ
の
特
質

は
美
術

を
伝
統
と
い
う
自

己
理
解

、世

界
理
解
の
枠

組
み

の
中
で

、他

の
文
化

的
、
社
会

的
諸
領
域

と
関

連
づ
け
よ
う
と
試
み
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
一
言

で
言

う
な
ら
ぱ
伝
統
的
美
術
理
解
で
あ
る
。
も

う
一
つ
注
目
す

べ
き
こ

と
は

Ｉ
－

四
－
4
1
1
1
1

－

－

－

－

仏
教

に
対
す

る
関

心
で
あ
り
、
仏
教
を
イ
ン
ド
宗
教
の
改
革
運
動
と
し
て
理

解

し
て
い

る
が
、『

仏
陀
と
仏
教
の
福
音
』
に
そ
の
見

解
が
示

さ
れ
て
い
る
。

第
二
時

期
は
ボ
ス
ト
ン
に
移
り
、
イ
ン
ド
部
門
、
さ
ら

に
イ
ス
ラ

ム
部
門

の
責
任

者
と
し

て
こ

れ
ら
の
新
設
部
門
の
土
合
作
り

に
努
力

し
て
い
る
時
期

で

、
こ

の
時
期

の
研
究
に
は
美
術
、
美
術
史
に
関

す
る
も

の
が
多
い

が
、
第

一
時
期

の
基
調

と
し
て
の
特
質
は
継
続
し
て

い

る
。
『
仏
像
の
起
源
』
は
マ

ト
ウ
ラ
説
を
主
張
し
て
論
争
の
中
心
に
た
ち
、
『
イ
ン
ド
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
美
術

史
』
は
こ

の
領
域
の
古
典
的
な
も
の
で
あ
り

、
今
日
で
も
世
界
の
各

地
で
テ
キ

ス
ト
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。
『

シ
バ
の
踊
り
』
は

ク
ー

マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ

の
著
作

の
中
で
は
最
も
広
く
読
ま
れ
て
い

る
も
の
で

あ

り

、
『
ヤ

ク

シ
ヤ
』
、
『
身
振
り
の
鏡
』

も
代
表

作
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
か
ら
一
九
四

七
年

の
第
三

時
期
は
、
ジ
サ
ー
チ

ー
フ
ェ
ロ
ー

と
し
て
実
務
か
ら
大
幅
に
自
由
に
な
っ
た
こ

と
も
一

つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
が
、

哲
学
的
、
形
而
上
学
的
基
調
が
中

心
に
な
っ
て
い

る
。
研
究
に
い
く

つ
か
の

方
向

が
あ

る
が
、
一
つ
は
ヴ
ェ
ー

ダ
の
研

究
で
あ
り

、「

グ
ェ
ー

ダ

的

唯
一

神
論
」
、
「
沈
黙
に
つ
い
て
の
ヴ
ェ
ー
ダ
の
教
説
」
「
天
使
と

巨

人
－

ヴ
ェ

ー

ダ
の
存
在
論
」
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。

第
二
は
比
較
思
想
の
領
域
で
、
代

表
作
と
し
て
は
『
美
術
に
お
け

る
自
然
の
変
貌
』
、
『
時
と
永
遠
』
「
言

葉

の

表
象
、
或
は
思
想
の
表
象
」
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
東
西
思
想
の
比
較
で
あ

る

が
、
危
機
意
識

が
最
も
先
鋭
に
表
わ
れ
て
い
る
の
が
『
読
み
書
き
能
力

の

怪
物
』
で
あ
る
。
第
三
は
普
遍
的
、
超
越

的
形
而
上
学
的
理
念
に
根

ざ
し
た

あ

る
べ
き
社
会
の
検
討
で
、
そ
の
成
果
が
『
イ
ン
ド
統
治
論
に
お
け
る
精
神



的
権

威
と
現
世
的
権
力
』
で
あ
る
。
『
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
と
仏
教
』
、
『
時

と

永

遠
』
は
円

熟
し
た
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ

ミ
イ
の
思
想
の
頂
点

に
た
つ

も
の
で
あ

ろ

三
　

ク

ー

マ
ラ

ス

ワ

ミ

イ

の

世

界

像

―
―
研
究
の
視
点
、
対
象
、
帰
結

一
九
四
七

年
八

月
二
十
二
日
、
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ

ミ
イ
の
七
十
歳

の
誕
生
日

に
友
人

が
記
念

祝
会
を
開
い
て

い
る
が
、
こ

の
時
ク
ー

マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
は
長

年
の
友
情
を
謝
し
て
、
生
涯
を
通
し
て
の
研
究
対
象

の
変

遷
と
研

究
の
帰

結
、

今
後
の
人
生
計
画
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る

が
、
こ

れ
は

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ

イ

の
公
の
場
に
お
け

る
最
後

の
発
言

と
な
っ

た
。
同

年
九
月

九
日
に
亡
く
な
っ

て
い
る
。

研
究
対
象

の
変

遷
と
し
て
指
摘

し
て
い

る
こ

と
は
イ

ン
ド
美
術
、
そ
の
背

景
と
し
て

の
伝
統

的
芸

術
論
、
そ
し
て
具
体

的
に
美
術
品
を
生
み
だ
し
て
ゆ

く
人
間
と
仕
事
と
の
関
係
―
―
伝
統
的
職
業
論
、
そ
の
支
柱
に
な
っ
て
い
る

宗
教
・

哲
学
の
比

較
研

究
、
こ
れ
ら
の
一
切

が
展
開
す
る
場
と
し
て
の
社
会

理
解
―
―
伝
統
的
社
会
理
論
で
あ
る
。
帰
結
と
し
て
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
は
、

社
会

が
真
に
文

明
化
さ
れ
る
為

に
は
、
召

命
と
し
て
の
職
業
（

ス
ワ

ダ
ル
マ
）

に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
統
合
的
社
会
的
秩

序
が
不
可

欠
で
あ
り
、
召
命
と
し
て

の
職

業
は
責
任
主
体
と
し
て
の
個
人
を
要

求
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
利
潤
を

目

的
と
し
た
自
由
企
業
の
資
本
主
義
、
或
は
全
体
主
義
社
会
で
は
個
人
の
大

衆
化

に
よ
っ
て
失

わ
れ
、
多
く
の
人
々

は
幸

の
な
い
社

会
に
生
き
る
と
い
う

苛

酷
な
状
況

を
今
日
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
伝
統
的
社
会
理
論
に

よ

れ
ば
真

の
幸
福

の
所
在

は
ス
ワ

ダ
ル
マ
に
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
こ
で
鍵

に
な
る
言
葉

は
芸
術
（

美
術
）
、
職
業
（
召

命
）
、
社
会
秩
序
、

個
人

と
し
て

の
責

任
で
あ
り

。
こ
れ
ら
は
伝
統
的
芸
術
論

、
伝
統
的
社
会
理

論
の
骨
子

を
構
成
し
て
い

る
が
、
こ

れ
ら
は
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
に
と
っ
て

は
自
己
主
張

の
新
奇
な
理
論
で
は
な
く
、
先
人

が
証
言
し
て
き
た
伝
統
的
理

解
で

あ
る
。
伝
統
的
社
会
の
原
理
は
宗
教
で

あ
り

、
哲
学
で
あ
る
が
、
こ

の

よ

う
な
宗
教
、
哲
学
の
比
較
研
究
を
通
し
て

ど
の
よ

う
な
こ
と
が
明
確
に
さ

れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
第
一

に
言
葉

は
す

べ
て
の
人
々
に
共
有
さ
れ
て

い
る

こ

と
で
あ

る
。
第
二

に
、
智
慧
は
一
切
と
の
根
源
的
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る

意
志
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
人
間
的
文
化
の
多
様
性
は
、
一
つ
の

言
語

、
即

ち
精
神

の
言
語
の
地
方
語
、
方
言
で
あ
る
。
第
四

に
、
し
た
が
っ

て
文
化

の
多
様
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
共
通
の
場
、
世
界
、
真
実
が
あ
り
、

そ

れ
は
啓
示

の
世

界
で

あ
る
。

こ

の
よ

う
に
生
涯
を
通

し
て
の
研
究
対
象
と
そ
の
帰
結
を
述

べ
た
後

、
帰

国
（
イ

ン
ド
に
帰

る
こ
と
）
の
計
画

を
明
ら

か
に
し
て
、
ス
ワ

ガ
ー
と
い
う

サ

ン
ス
ク
ジ
ッ
ト

語
の
別
れ
の
挨
拶
で
送
っ
て
く
れ

る
よ
う
に
要

望
し
て
い

る
。
そ
の

意
味
は
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
に
よ
れ
ば
、
あ
な
た
が
あ
な
た
自
身

に

な
る
よ

う
に
と
い
う
願

望
を
表

わ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
私

が
世
間

的
に

だ

れ
モ

れ
と
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
る
の
で
は
な
く
、
一
切

の
存
在

の
存
在
、
私

の
真

の
自
己

、
あ
な
た
の
真
の
自
己
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
ク

ー

マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ

自
身

の
祈
り
で
も
あ
る
。



こ
の
祈
り
は
、
確
か
に
こ
の
発
言

の
中
で
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、

含
意
、
暗
示

さ
れ
て
お
り
、
ク

ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ

の
研

究
の
視
点
、
視
座
で

あ
る
。
こ
れ
を
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ

ミ
イ
は
オ
ー
ト
ロ

ジ
カ
ル
な
問
と
規
定
し
て

い
る
。
直
訳
す

る
な
ら

ば
、「

人
間

と
は
何
で
あ
る
か
」
で

は
な
く

し

て
、

「

私
は
誰
で

あ
る
か
」
で

あ
り

、
こ

の
問
は
伝
統
の
中

心
的
視

座
で
あ
り
、

こ

の
問
が
自
覚

さ
れ
な
い

か
ぎ
り

生
き

た
伝
統
は
見
え

な
い
の
で

あ
る
。
こ

の
問
は
意
識
、
無
意
識
と
い
っ
た

心
理
的
、
心
情

的
、
或

は
実
存

と
無
関

係

な
概
念
的
、
抽
象
的
な
も
の
で
は

な
く

、
き

わ
め
て
具
体
的
で
生
き

る
こ

と

と
不
可
分
で
、
こ

の
問
が
自
覚
さ
れ
る
と
、
こ
の
問
は
意
味
そ
れ
自
体
、
生

命
と
な
り

、
こ

の
問
の
否

定
は
無
意
味
、
死
を
意
味
す
る

。
こ
れ

が
伝
統
的

な
生
き
方
で

あ
り

、
こ

の
こ

と
を
明
確
に
意
識
し
た
の
が
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン

デ
ィ
ー
で
あ

る
。
こ
の
問
は

恩
寵

に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
た
神

秘
で

あ
り
、
こ

こ
に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
の
尊
厳

が
あ
り

、
こ
れ

が
現
実

理
解
の
伝

統
的
視
座
で
あ
る
。

四
　

ク

ー

マ
ラ

ス
ワ

ミ

イ

の
理

想
的

人

間

像

―
―
芸
術
家
（
美
術
家
）
、
祭
司
、
無
名
の
人

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ

の
世

界
像

、
人
間

像
と
い
う
問
の
た
て
方
を

ク
ー

マ

ラ

ス
ワ
ミ
イ
は
好
ま
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ

の
こ
と
は
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ

ミ
イ
の

視
座
の
検
討
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
。

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ

が
意
図
し
た
こ
と

は
伝
統
的
理
解
で
あ
り

、
自
己
の
見
解
は
超
克

さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら

な
か
っ

た
。

ク

ー
マ
ラ
ス
ワ

ミ
イ
の
伝
統
的
理
解
に
よ

れ
ば
、
す

べ
て

の
人
は
芸
術
家

、

祭
司
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
が
、
こ

の
こ

と
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
芸
術
は
生
活
と
不
可
分
で
、
生
活
の
中

に
位
置

づ
け
ら
れ
具
体

的
に
使
用

さ
れ
、
生
活
の
中
で

生
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
芸

術
品
、
美
術
品
は
美
術
館
と
い
う
生
活
と
は
直
接
の
関

係
の
な
い
場
で
展
示
、

所
蔵

さ
れ
て

い
る
も
の
、
或

は
富
裕

な
層
の
ス
テ
イ

タ
ス

ー
シ
ン
ボ
ル
で
は

な
く
、
本
来

の
意
味
で

の
民
芸
品
に
近
い
。
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ

に
よ

れ
ば

芸

術
は
生
活
に

お
け

る
使
用

を
目
的
と
し
た
一
切

の
生
産
’

製
作

の
原
理
、

科
学
で
あ
り
、
そ
れ
は
二
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
は
智
慧
・

知
識
、
他
は
技
術
・
熟
練
で
あ
り
、
前
者
は
瞑
想
、
後
者
は
活
動
、
仕
事
、

行
動
、
行
為

を
意
味
し
て
い
る
。
美
的
行
動
の
前

提
に
沈
黙
’

瞑
想
、
祈
り

が
あ
り

、
芸

術
は
儀
礼

と
な
る
。
一
切

の
思
惟
、
行
為
は
永
遠
の
瞑
想
へ

と

転

換
し
、
永
遠

の
瞑
想

は
具
体

的
な
思
惟
・
行
動
と
し
て
展
開

す
る
。
永
遠

の
瞑

想
が
徹
底
す

れ
ば
す

る
ほ
ど
、
思
惟
・
行
動
・
生
産
は
永

遠
の
具
体
的

働
き

、
表
出

と
な
る
。
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
は
こ
の
永
遠
を
イ

ン
ド
的
伝
統

の
脈
絡
の
中
で

、
一
切

の
存
在

の
存
在
、
私
の
、
あ
な
た
の
真
の
自

己
と
象

徴
的
に
証
言
し
て
い

る
の
で
あ

る
。
人
間
の
一
生
は
真

の
自
己

を
目
差

し
て

の
う
む
こ
と
の
な
い
前
進
で
あ
る
。
常
に
自
己
を
超
越

し
、
自
己
に
安
住
し

な
い
。
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教

が
超
越
の
伝
統
と
し
て
理
解

さ
れ
る
の
は
、
社
会
生

活
史
の
中

に
確
認
・
継
承
さ
れ
て
き
た
こ

の
よ
う
な
人
間
の
生
き
方
を
背
景

に
し
て
い
る
が
、
一
般
民
衆
は
こ
れ
を
巡
礼
の
イ
メ
ー
ジ
で
理
解
し
て
い
る
。

イ

ン
ド
の
伝
統
で

は
、
芸
術
・
儀
礼
は
人
間

生
活
の
一
切

の
領
域
の
原
則



で
あ

る
。
農

業
、
料
理
、
機
織
り
、
漁
業
等
は
絵
画

、
音
楽
、
彫
刻
と
同
様

に
芸

術
で
あ
り
、
こ

れ
は
召

命
と
し
て
の
職
業
と
結

び
つ
い
て
お
り
、
召
命

に
忠

実
に
生
き
る
こ
と
は
人
間
の
尊
厳
の
自

覚
の
過

程
で

あ
る
。
召
命

と
し

て
の
職

業
は
ス
ワ

ダ
ル
マ
で
あ
る
が
、
人
間

の
尊

厳
は
真

の
自
己
で
あ
り

、

モ

の
自
覚
の
過
程
は
本
来
の
、
真
の
自
己

の
働
き

、
現
在
、
表
出
で
あ
り

、

こ

れ

が
自
由

な
の
で
あ
る
。
儀
礼
は
旧
い
自

己
を
神
に
捧
げ
、
新

し
い
自

己

を
受

け
と
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

ス
ワ

ダ
ル
マ
に
生
き
る
為

に
は

、

そ
れ
を
可

能
に
す
る
よ
う
な
社
会
的
秩
序

が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
イ

ン
ド
で

は
そ
れ
は

グ
ァ
ル
ナ
ア
ー

シ
ュ
ラ

マ
で
あ

っ
た
。
こ

の
よ

う
な
社
会
秩
序

を

聖
別

さ
れ
た
、
召
命
の
秩
序
と

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ

イ
は
規
定
し
て
い

る
が
、

そ
れ
は
こ

の
よ
う

な
秩
序
自
体

が
犠

牲
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
の
秩
序

の
下
で

は
、
い

か
な
る
階
層
の
い
か
な
る
働
き
、
機
能

も
儀
礼

で

あ
り

、
聖
職

に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
’つ
て
召
命
と
し
て
の
職

業

と
結

び
つ
い
た
カ
ー
ス
ト
（
階
層

）
の
責
任
は
、
種
類
の
相
違
で
あ
っ
て

程
度

の
そ
れ
で
は
な
い
。

い
か
な
る
階
層

の
い
か
な
る
機
能
も
、
聖
職

と
し

て
同

様
の
責
任
を
課
せ
ら
れ
、
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
職
業
、
働
き
、

機
能

、
仕
事
等
の
一
切

は
儀
礼

の
中

核
に
あ
る
犠
牲

と
な
る
。
こ

の
よ
う
に
、

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ

の
伝
統
理
解

に
よ
れ
ば
、
人
間

が
人
間

と
し
て
生
き

て

い
る
な
ら
ば
、
す

べ
て
の
人
間

は
芸
術
家
で
あ
り
、
祭
司
と
な
る
。

そ
れ
で
は
無
名
の
人
と
は
一
体
誰
で
あ
ろ

う
か
。
イ
ン
ド
的

社

会

秩

序

（
グ
ァ
ル
ナ
ア
ー
シ
ュ
ラ
マ
）
の
人
生
の
最
終
段
階
（
第
四
段
階
）
に
生
き

る
人
で
、
出
家
者
、
遊
行
者
。
サ

ヌ
ヤ
ー
シ
イ

ー
で

あ
る

。
根
源
的
な
生
き

方
で
あ
り
、
生
き
な
が
ら
に
し
て
葬
儀
を
行
い
、
一
切

の
血
縁
・
地
縁
関
係

を
断
ち
切
り
、
無
所
有
と
な
り
、
社
会
的
階
層

と
は
無

縁
と
な
り
、
職
業
に

も
従
事
し
な
い
。
サ
ヌ
ヤ
ー

シ
イ
ー
は
社
会
と
無
縁
と
な
っ
て
、
一
切
の
存

在
の
存
在
に
直
結
し
て
生
き
る
こ
と
を
召
命
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ン

ド
的
社
会
秩
序
、
宗
教
で
は
、
一
般
的
願
望

で

あ

る

老
年
の
不

安

か
ら
解

放

さ
れ
た
快
適

な
生
活
、
そ

の
為
の
経
済
的
自
立
へ
の
志
向
は
な
く
、
む

し

ろ
逆
に
経
済

か
ら
の
独
立
、
快
適
な
生
活
に
対
す
る
無
関

心
、
社
会
、
世
界

に
属
す

る
も
の
の
完
全
な
放
棄

、
世
間
的
安
定
へ
の
執
着
を
断
ち
切
る
こ

と

を
志
向
し
て
い

る
。
こ
れ
は
一
面
に
お
い
て
、
世
俗
外

の
合
理
性
に
徹
す

る

こ
と
で
あ
り
、
社
会
と
は
無
関
係
と
な
り
、
社
会
に
対

し
て
無
責
任
で
あ
る

よ
う
に
思

わ
れ
、
事
実
、
イ

ン
ド
社
会
の
停
滞
性
、
慣
習
化
、
伝
統
主
義
化

と
結

び
つ
け
ら

れ
て
批
判
の
対
象
と
な
り
、
こ
の
批
判
が
一
般
化

し
て
い

る

こ

と
は
否

定
で
き
な
い
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
伝
統
的
視
座

か
ら

は
全
く

的
は
ず
れ
で
、
全
く

の
誤
解
で
あ
り
、
事
実
を
無
視
し
て

お
り

、
こ

の
よ

う
な
誤
解
が
学

問
的
に
正
当
化

さ
れ
る
な
ら
ば
、
学
問
は
社
会
理
解

を

拒
否

し
て

い
る
の
み

な
ら
ず
否

定
す

る
こ

と
に

な
る
。
本
来
の
意
味
で

の
サ

ヌ
ヤ
ー

シ
イ

ー
は
、
社
会

の
究
極
的
価
値
の
証
言
者
で
あ
り

、
社
会

の
崩

壊

に
も
か
か
わ
ら

ず
文
化

の
根

、
人
間

の
尊
厳
、
社
会
の
中
心
の
証
言
者

と
し

て
毅
然
と
し
て

生
き
て

い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
証
言
者

の
存
在
は
社

会

に
と
っ
て
大
き

な
祝
福
で

あ
り
、
社
会

の
価
値
意
識
・
大
系
に
決
定

的
刻

印

を
残
す
こ

と
に
な
る
。
貪
欲

、
権
力
欲
の
嵐

の
中
で
、
人
間

の
価
値

は
富
、

地

位
、
業
績
で

は
な
く

存
在
で
あ
り

、
こ
の
根

と
し
て
の
存
在
の
存
在

を
自



覚
し
な
け
れ
ば
、
人
朝
・
家
族
・
社
会
・
文
化
は
崩
壊
す
る
こ
と
を
明
確
に

指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
宗
教
と
社
会
が
同
義
語
で
あ

っ
て
、
そ
の
役
割
は
人
間
を
そ
の
内
に
と
ど
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
超
越
さ
せ
る
為
の
儀
礼
的
秩
序
、
今
日
的
用
語
を
用
い
る
な
ら
ば
聖
別
さ

れ
た
装
置
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
サ
ヌ
ヤ
ー
シ
イ
ー
は
最
早
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
徒
で
は
な
い
。
存
在
の
存
在
が
す
べ
て
で
あ
り
、
旧
い
自
己
は
死
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。
真
の
自
己
は
す
べ
て
の
人
の
真
の
自
己
で
あ
る
の
で
、

そ
こ
で
一
切
の
壁
は
消
滅
す
る
。
区
別
、
差
別
、
壁
と
し
て
の
旧
い
名
は
消

え
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
で
、
サ
ヌ
ヤ
ー
シ
イ
ー
は
無
名
の
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
く
る
と
サ
ヌ
ヤ
ー
シ
イ
ー
の
存
在
が
社
会
に
と
っ
て

い
か
に
貴
重
で
あ
る
か
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
サ
ヌ
ヤ
ー
シ
イ

ー
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
の
人
間
の
究
極
的
理
想
像
で
あ
り
、
芸
術
家
・
祭
司

は
社
会
内
に
お
け
る
理
想
的
人
間
像
で
あ
る
。

五
　

ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
の
東
西
思

想
の
比

較
と

危
機
意
識

ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
の
東
西
思
想
の
比
較
に
お
い
て
明
白
な
こ
と
は
、
西

洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
前
の
思
想
と
東
洋
の
そ
れ
と
は
根
源
的
に
は
世
界
像

を
共
有
し
て
い
た
が
、
相
違
は
方
言
性
に
見
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
世
界
像

の
中
心
に
生
き
る
人
々
に
は
思
想
的
障
壁
は
な
か
っ
た
。
世
界
像
の
共
有
性

に
つ
い
て
は
、
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
に
よ
っ
て
く
り
か
え
し
著
述
に
指
摘
さ

れ
て

い
る
が
、
そ
の
骨
子
は

ク
ー
マ
ラ
ヌ
ワ
ミ
イ
の
七
十

歳
の
誕
生
祝
会

の

最
後

の
公
的
発
言

に
端

的
に
述

べ
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
既

に
言

及

し
て

あ
る
の
で
反

復
は
さ
け
る
が
、
そ
の
要

は
ス
ワ

ガ
ー
で

あ
る
。

ク
ー

了
フ
ス
ワ

ミ
イ
の
危
機
意
識

の
焦
点
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
後

の
西

欧
に
お
け
る
ヌ
フ

ガ
ー
の
喪
失

と
そ

の
東
洋
へ
の
波
及

で
あ
り

、
結
果

と
し

て
の
人
間

的
生
活

、
社
会
、
文
化

の
破
壊
、
歴
史
の
無
意
味
性
で

あ
っ
た
。

人
間

の
尊
厳
、
自
由
、
幸
福

が
無
視

さ
れ
。
文
化
の
根
が
た
た
れ
る
の
で

あ

る
。
一
言
で
言
う
な
ら
ぱ
、
伝
統
の
社
会
的
、
歴
史
的
、
宗
教
的
様
態
の
崩

壊
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
真
正

な
人
間
ら
し
く
生
き
る
道
を
見
失
っ
て
根

な
し
草
の
よ
う
に
生
き
る
こ

と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
を

ク
ー
マ
ラ
ス
ワ

ミ
イ
は
進
歩
と
い
う
あ
て

ど
な
く
さ
ま
よ
う
舵
の
な
い

航
海

に
譬
え
て

い
る
が
、
帰
結
は
自
己

破
壊
で
あ
り
、
そ
れ
は
他
を
も
そ
の
過

程
に

ま
き
こ
む
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
に
よ
れ
ば
斬
首

さ
れ

た
死
体
の
最
後
の
あ

が
き
に
似
た
発
作

的
な
も
の
で
あ
り
、
無
意
味
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
理
解

か
ら
ラ
・

ピ
ア

ナ
の
現
代
文
明
理
解
、
「
良
心

も

理

想
も

な
い
殺
人

的
機
械
」
、
Ｅ
・

ギ
イ
ル
の
「
人
間
的
で
も

な
く
、
正

常

で

も
な
く
、
キ
リ

ス
ト
教

的
で
も

な
い
」
、
Ｒ
・

ゲ
ノ
ソ
の
「
奇
形
の
巨

大

な

怪
物
で

は
な
い

と
し
て

も
異
常
で
あ
る
」
、
Ａ
・
Ｎ
・
ホ
ワ
イ
ト

へ
ッ
ド

の

「
人
生

の
価
値

は
徐

々
に
失

わ
れ
つ
つ
あ
り

、
文
明
も
見
世
物
と
な
っ
て
内

実
（
リ
ア
リ
テ

ィ
）

は
な
い
」
に
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
は
共
感
し
て
い
る
。

伝
統

の
枠
組
み
の
中
で
は
ス
ワ

ガ
ー
の
喪
失

は
オ
ー
ト
ロ

ジ
カ
ル
な
問
の

喪
失
で

あ
る
が
、
こ

れ
は
換
言
す
る
な
ら
ば
一
般
的

に
次
の
よ
う
な
こ
と
が



指

摘
で
き
る
。
第
一
に
主
観
、
客
観
の
二
律
背
反

的
な
立
場

を
超
克
し

た
文

化
の
基
盤
と
し
て
の
越
の
意
識
、
第
二
に
人
間
の
自
己
理
解
と
自
己
の
能

力

、
権
力
、
地
位
、
業
績
と
の
同

一
化
は
人
間
性

喪
失

の
状
況

を
示
し

、
モ

の
帰

結
は
文
化
の
根
底
か
ら
の
破
壊
で
あ

る
と
い
う
意
識

、
第
三

に
思
想

と

行

動
と
の
統
一
性
の
意
識
、
第
四
に
人
間

と
社
会

の
基
盤
で
あ
る
究
極

的
神

秘
、
歴
史
に
お
け
る
永
遠
の
現
在
の
意
識
の
欠
如
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
意
識
の
欠
如

は
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
現
象
と
し
て
展

開

し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
ク
ー
マ
ラ

ス
ワ
ミ
イ
の
指
摘
し
て
い
る
事
例

の
一

つ
は
人
間
の
読
み
書
き

能
力
で

あ

る
。
「
文
字
は
人
を
殺
し
、
霊
は
人

を
生

か
す
」
に
示

さ
れ
て
い

る
よ

う
に
、
読
み
書
き
能
力

は
文
化

に
対

し
て

致
死

的
な
危
害
を
加
え
、
文
化

を
破

壊
す
る
に
い
た
る
こ

と
で

あ
る
。
そ
の

理

由
は
技
術
と
し
て

の
読
み
書
き

能
力

そ
れ
自
体
が
目

的
に
な
る
と
自
足
的

と

な
り
智
慧
と
無
関

係
と
な
る
こ

と
で

あ
る
。
読
み

書
き
能
力
が
文
化

の
前

提
で

な
い
こ

と
は
、
口
伝
に
よ

っ
て
世
代

、
階
層

を
越
え
て

全
社
会

に
共
有

さ
れ
る

神
話
的
物
語

が
智
慧

・
禁

欲
主
義
を
支
柱
と
し
た
文
化

を
生
み

だ
し

た
こ

と
か
ら

も
明
ら

か
で
あ

る
。
智

慧
と
無

関
係
な
読
み
書

き
能
力

は
文
化

と
無

関
係
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
文
化

を
破

壊
す

る
怪
物
で
あ
る
。

智
慧
は
科
学
的
、
客
観
的
事
実
、
或

は
自

然
征
服
の
力

に
つ
い
て

の
知
識

で

は
な
く
、
荒
廃
し

た
世
界
に
意
味

と
価

値
を
附
与
す

る
真
実
の
自

己
に
つ

い
て

の
知
識
で
あ
る
。
前
者
は
西
欧

を
特
徴

づ
け
て
い
る

が
、
経
済

的
動
機

が
支
配

的
で
富
、
所
有
が
生
活
水
準

を
測
定
す

る
計
り
で
あ
り
、
安
楽

が
人

間
の
幸
を
決
定
す
る
。
こ

の
目
的
は
競
争
と
戦
争

を
不
可

避
に
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
後
者
は
地
理
的
な
東
西
の
相
違
を
越
え
て
伝
統
的
社
会
を
特
徼
づ

け
、
人
間
の
共
通
性
は
す

べ
て
の
人
に
内
在
す

る
真
の
自
己
で
あ
り
、
生
活

水
準
は
質
的
な
も
の
で
、
量
的
な
も
の
に
よ
っ
て
計

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
は
具
体
的
に
は
召
命
と
し
て
の
職

業
概
念
に
基

づ
い
て
経
済
的
・
政
治

的
問
題
に
対

応
す
る
こ

と
で
、
第
一
義
的
な
こ

と
は
真
の
自
己
に
つ
い
て

の

知
識
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間

の
尊
厳
・
自
由
で
あ
る
。
逆
説
的
で
は
あ
る
が

真
の
自
己
の
操
り
人
形

の
如

き
人
間

が
貪

欲
の
嵐
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
て

、

人
間

の
自
由
・

尊
厳

の
証
言
者

と
し
て
生
き
て
ゆ
く
こ

と
が
で
き

る
。
知
識

の
内
容

の
相
違

は
人
間

像
の
相

違
で
あ
り
、
一
方
は
宿
命
論
的
で
あ
り

、
他

方
は
運
命
論
的
で
あ
る
。

六
　
ス
ワ
ガ
―
―
一
つ
の
結
論

ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
の
Ｄ
・

ノ
ル
マ
ン
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
と
そ
の
折
に

と
ら
れ
た
写
真
は
生
前
最
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
後
、
一
週
間
に
し
て

ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ミ
イ
は
心
臓
麻
痺
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ

ー
で
多
く
の
重
要
な
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
焦
点
は
ス
ワ

ガ
ー
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
基
本
的
視
点
か
ら
経
済
的
・
政
治
的
競
争
・

搾
取

を
拒
否

し
、
精
神

的
相
互
性
に
基
づ
い
た
全
世
界
的
協
力
を
待

望
し
、

人
類
破
滅
を
回

避
す

る
展
望
と
し
て
、
資
本

主
義
、
社
会
主
義
で

も
な
い
、

真
実
と
非
暴
力
に
基
づ
い
た

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
農
村
中
心
主
義
を
高
く
評

価
し

て

い
る
。
Ｂ
・

ク
マ
ラ

ッ
パ
の
『
資
本

主
義
、
社
会
主
義
、
農
村

主
義
』

は

ガ
ン
デ
ィ
ー
の
序
文
で

強
力

に
推
薦

さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は

ガ
ン
デ



イ

ー

の

理

想

と

し

た

あ

る

べ

き

社

会

秩

序

を

的

確

に

画

き

だ

し

て

い

る

。

ク

ー

マ

ラ

ス

ワ

ミ

イ

は

こ

の

方

向

に

向

か

っ

て

の

努

力

を

試

み

て

い

る

ガ

ン

デ

ィ

ー

の

イ

ン

ド

に

一

縷

の

望

み

を

見

い

だ

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

伝

統

の

中

心

で

あ

る

ス

ワ

ガ

ー

に

生

き

る

人

々

の

出

会

い

に

ク

ー

マ

ラ

ス

ワ

ミ

イ

は

世

界

史

的

に

最

も

重

要

な

意

義

を

見

い

だ

し

て

い

る

が

、

こ

の

よ

う

な

洞

察

と

が

ン

テ

ィ

ー

の

農

村

中

心

主

義

は

ヒ

エ

ラ

ル

キ

ー

的

に

交

錯

す

る

の

で

あ

る

。

一

九

四

八

年

一

月

三

十

日

の

ガ

ン

デ

ィ

ー

の

暗

殺

は

イ

ン

ド

の

悲

劇

を

端

的

に

物

語

っ

て

い

る

。

一

九

四

七

年

九

月

九

日

に

亡

く

な

っ

た

ク

ー

マ

ラ

ス

ワ

ミ

イ

は

晩

年

、

世

界

の

狂

的

状

況

に

心

を

痛

め

て

い

た

が

、

ガ

ン

デ

ィ

ー

の

死

は

大

き

な

衝

撃

と

な

っ

た

で

あ

ろ

う

。

伝

統

の

再

生

の

可

能

性

を

果

敢

に

示

し

た

ガ

ン

デ

ィ

ー

の

イ

ン

ド

は

挫

折

し

た

の

で

あ

る

。

ガ

ン

デ

ィ

ー

の

イ

ン

ド

は

、

ク

ー

マ

ラ

ス

ワ

ミ

イ

に

と

っ

て

は

歴

史

の

可

能

性

を

証

言

し

て

い

た

例

外

的

現

象

で

あ

っ

た

。
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